
ビジュアルコミュニケーションシステム LiveOn 導入事例

オンプレミスでセキュリティも万全。幅広い年齢層の職員
でも気軽に使える優れたユーザビリティのLiveOnが、全
庁における会議スペース不足と遠隔地コミュニケーショ
ンの課題を解決。
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導入前の課題

LiveOnで解決！

会議室などの打ち合わせス
ペースが不足

分散勤務やテレワーク時の意思
疎通に課題

地方公共団体として十分なセ
キュリティレベルの確保
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LiveOn導入で場所を気にせず
気軽に打ち合わせ可能に

情報共有・コミュニケーション
ツールとして真価を発揮

庁内のオンプレミス環境で完
結するセキュアな形態で導入

会議室などの打ち合わせスペースが不足していた
当市の本庁舎は会議室などの打ち合わせのためのスペースが必ずしも十分ではない。これにより、特
に急な会議が必要になった場合などに場所を探すのに苦労している状況だった。

分散勤務やテレワークなど遠隔地間でのスムーズな意思疎通が難しい場合があった
新型コロナ感染拡大対策の�つとして分散勤務やテレワークを実施している。例えば本庁内と会議室
や出先機関、また自宅などと分かれて勤務することになるので、気軽に相談できないなど意思疎通や
情報共有上の課題があった。

セキュリティへの十分な配慮が必要だった
庁内の情報共有ツールを検討する場合、地方公共団体としてセキュリティには十分に配慮する必要があ
る。従って、インターネットを経由するWeb会議システムではなく、LiveOnのような庁内のオンプレミス環
境で完結する形態のWeb会議システムが必要だった。

さまざまな年齢層の牛久市職員全員が迷わず使える優れた操作性
当市にはさまざまな年齢層の職員がおり、ITリテラシーにも差がある。すべての職員が気軽に使える
ツールを探していたところ、紹介してもらったのがLiveOnだった。これならそれほど慣れていない職員
でも画面を見ただけでおよその使い方を理解することができると判断した。機能面も必要十分で、仮
にこれ以上多機能になると、例えば災害時などの緊急時に利用する際に逆に使いにくくなってしまう
恐れがある。

純国産品への信頼感とサポートへの安心感
加えて���％自社開発の純国産のソフトウェアであることもLiveOn選択の大きな要因だ。日本製品に
対する信頼と、もし不測の事態や疑問点が発生した場合でもしっかりとサポートしてくれるだろうとい
う安心感があった。

操作マニュアルなしでもスムーズに導入が進む
今回LiveOn導入は、庁内ネットワークのリプレイス併せて実施した。端末もシンクライアントに刷新し、
LiveOnをすぐに使える状態にして配布したことで、庁内への導入は非常にスムーズに進んだ。操作マ
ニュアルは作成していないが、実際にLiveOnを開いて画面を操作することで、基本的な使い方はすぐ
に習得できている。

導入前の課題

LiveOn選定の決め手

茨城県牛久市 様

ご活用用途

写真ありバージョン



ジャパンメディアシステム株式会社
e-mail：liveon@jm-s.co.jp 
URL：https://www.jm-s.co.jp/

本　　　　社 〒���-����　東京都千代田区外神田�-��-�� 第�電波ビル�F
 TEL：��-����-����　FAX：��-����-����

大  阪  支  店 〒���-����　大阪府大阪市中央区城見�-�-�� ツイン�� MIDタワー��F
 TEL：��-����-����　FAX：��-����-����

名古屋営業所 〒���-����　愛知県名古屋市中区錦�-��-�� グリーンビル�F
 TEL：���-���-����　FAX：���-���-����

仙 台 営 業 所 〒���-����　宮城県仙台市青葉区本町�-�-�� カーニープレイス仙台駅前通�F
 TEL：���-���-����　FAX：���-���-����

札 幌 営 業 所 〒���-����　北海道札幌市中央区大通西��-�-�� ウエスト��ビル�F 
 TEL：���-���-����　FAX：���-���-����

出先機関との会議や手軽な打ち合わせに効果を発揮
導入後は、通常の対面での打ち合わせと並行してLiveOnによるWeb会議を有効に活用している。特に

さまざまな出先機関の職員とのやり取りや打ち合わせで活躍しているようだ。今のところ大規模な会

議よりも、ちょっとした打ち合わせにLiveOnの手軽さが非常に有効に働いている。

同時接続数や音声・画像品質に問題なく満足のいく状態
庁内ネットワークのリプレイスやそれに伴うツール類の各種説明会をLiveOnで実施。初めてのLiveOn

利用だったので同時接続数などの問題に少し不安があったものの、まったく問題は発生しなかった。

導入後の活用状況を考慮すると、むしろ当初用意したライセンス数では、LiveOnを効果的に活用する

には不足している感があるほどだ。

課題だった会議場所不足の解決やコミュニケーション円滑化に寄与
当初の課題であった会議室などの打ち合わせスペース不足解消には、着実にLiveOnが寄与している。

また、仮に今後再び新型コロナの感染が大規模に拡大するようなことになれば、テレワーク時などに

手軽に使える情報共有ツールとしてその真価をさらに発揮してくれるだろう。

また、今後の「働き方の多様化」を目的としたDX推進の中で、さまざまな遠隔地を円滑に結ぶコミュニ

ケーション活性化ツールとしても十分活用できる可能性を感じている。

LiveOn常時接続で分散勤務でも密なコミュニケーションが可能に
その他にも分散勤務の対応として必要のたびにLiveOnをつなぐのではなく、分散勤務している拠点間

を常時接続しておき、すぐ隣で業務しているような環境を作り出している部署もある。該当部署が自主

的に考えたものだが、密な環境を避けながらもコミュニケーションが円滑になる状況を作り出してい

るという点でとても良い使い方だと感心している。

新たな市民サービスとしてLiveOnによる遠隔市民窓口を検討
今後は、まず働き方の多様化に対応したテレワークや遠隔地での勤務が増えてきた場合に、所属部署

間および部署内での情報共有・コミュニケーションツールとしてさらに積極的にLiveOnが活用されて

いくだろうと想定している。

新たな活用方法として、LiveOnを使った市民の方向けの遠隔窓口の設置を検討している。具体的に

は、ひたち野うしく駅前の支所に専用端末を設置。支所に来られた市民の方と本庁の担当者とで

LiveOnを通じて直接やり取りすることで、さまざまな手続きをより簡便にできるようにしたり、疑問や

不安にスムーズにお答えできるような環境を整えたりすることで、市民サービスの向上を図りたいと考

えている。

情報共有のスピードアップや部署間の連携強化が課題
全国��の信用保証協会を会員とし、日本で唯一の保証業務支援機関である一般社団法人全国信用
保証協会連合会では、オンプレミス版のLiveOnを各協会との各種会議に活用している。
新制度などへのスピード感ある対応が求められる中、連合会では情報共有のスピードアップや関係機
関との連携強化に取り組んでいる。しかし、出張ベースの会議では参加できる人数が限られるうえ、持
ち帰ってのフィードバックでは情報共有に時間が掛かる、内容が均一に伝わらない、といった課題が
あった。

Web会議の活用推進に取り組む中、既存製品がサービス終了に
そこでWeb会議の積極的な活用を推進しようとしていたところ、導入していた会議システムがサービ
ス終了となってしまったという。それを機に、連合会ならびに��の会員協会で利用するWeb会議システ
ムのリプレイス検討をスタートした。

オンプレミスで導入が可能で、かつ国産・自社開発製品であること
既存製品もオンプレミスで導入しており、クラウドに対して抵抗感を持つ協会もあることから、次の製品
もオンプレミスでの導入を前提としていた。また、安定的なサービス提供やサポート対応という観点から
も、国産もしくは自社開発にてサービス提供をしているメーカーであることも選定条件のひとつであった
という。

多様な利用環境に対応できる柔軟性の高さ
��の独立した組織と連合会で使用するという特殊な使用環境であるため、そういった環境でも問題な
く管理・運用できる仕組みがあるかどうかも重要視していた。LiveOnはライセンス体系やアカウント設
定などの機能面を含め、連合会で希望する運用と親和性が高いこともポイントとなった。

�製品を比較検討、選定の決め手は「総合力の高さ」
リプレイスにあたっては�社の製品で比較検討し、その結果LiveOnを選定した。決め手はLiveOnの「総
合力の高さ」であったという。前述のオンプレミス導入などの必須要件はもちろんのこと、LiveOnは品
質や機能、サポート面など各項目において連合会で想定していた要件を十分に満たしていた。加えて、
必須ではないが希望要件として挙げていた全参加者の映像表示ができるなど、他製品にはない付加
価値もあり、総合的な評価が非常に高かっ

導入後の効果・感想

LiveOnを活用した今後の事業展開など
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番目の市としてスタート。東京か
ら約��km、電車で�時間程度の
距離にあり、JR常磐線や国道�
号線、圏央道などにもアクセス
が良いことから、首都圏の新た
な衛星都市として発展してきた。
駅前には都市機能を備え、少し
離れると田園風景が広がるな
ど、都市機能と自然の豊かさを
併せ持っているのが大きな魅力
だ。
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